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MY OPINION─明日の薬剤師へ─
名古屋大学医学部附属病院教授・薬剤部長

山田 清文もしあなたが臨床研究を学んだら
薬剤師の仕事はもっとときめく
「統計解析」を正しく理解する

３分間でわかる医療行政
実際に市場に流通する後発品の
品質を検査し厚労省が結果を公表

VOICE ─編集長対談─
三菱商事株式会社 コンシューマー産業グループ
ヘルスケア本部 ヘルスケア部 シニアマネジャー

小西 竜太

薬
剤
師
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
、

死
に
物
狂
い
で
経
験
を
積
む
。
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文



ないわけではないのだが、ここで言う「行き
すぎた医薬分業」が、いわゆる実のない「形
式的な医薬分業」を指しているのであれば、
的を射た言葉でもある。
　残念なことに、多くの人々は薬局を「処方
せんと薬を交換する場所」とだけ認識してい
る。今の医薬分業は、「形式的な医薬分業」
が常識になっていると言わざるをえない。

◆　◆　◆　◆　◆

　今般の新型コロナウイルス禍により「常識
が非常識に」、「非常識が常識に」が当たり
前になった。マスクを着けたままでの挨拶、
間を空けて行列に並ぶなど、今まで非常識と
思われていたことが常識になってきている。
　オンライン診療・服薬指導も、思いのほか
すんなりと受け入れられつつある。国民全体
が、変化することに慣れ始め、「常識」が変
わることを受け入れやすい土壌になっている
のだ。
　薬局においては、病院からの近さを最優先
して立地競争を繰り広げることが常識だった
「形式的な医薬分業」から、患者に寄り添い、
薬の専門家として医師をはじめとする多職種
から頼りにされる「実質的な医薬分業」に移
行する良いチャンスである。これを機に、今
までの医薬分業の「常識」を「非常識」に変
えていこうではないか。

山中 修『ターンアップ』編集長
（株式会社ファーマシィ代表取締役社長）

vol.12

医薬分業の「常識」を「非常識」に変えよ

　新型コロナウイルスが猛威を振るう中、人
類最大の敵は、現代においても感染症なのだ
と実感した。この敵に打ち勝つための武器は
何か――。最大の武器のひとつは、間違いな
く「薬」であろう。新型コロナウイルス禍で
全世界が首を長くして待っているのが薬だ。
薬の存在の重要性が、あらためて強く認識さ
れている。
　それでは、薬局に対する認識に変化はあっ
ただろうか。「薬局」の「局」には、「業務
分担の区分」という意味がある。つまり、薬
局は「薬を司るところ」と言える。恐ろしい
病原体の蔓延により、薬の重要性が再認識さ
れたところであるが、薬を司る薬局の重要性
に関しての認識には、残念ながらあまり変化
が見られない。
　緊急事態宣言下において医療提供施設とし
て感染防止の体制を整え、懸命に患者対応に
当たっていた薬局スタッフを目の当たりにし
てきた私としては、やるせない思いもある。
しかし、多くの国民が薬局に対する認識を変
えないのは、今までの薬局、ひいては医薬分
業のあり方に問題があったからであり、致し
方ないことだと私は考えている。

◆　◆　◆　◆　◆

　最近、「行きすぎた医薬分業を見直すべき
だ」という主張を耳にした。疑問に思う点も

編
集
長
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『
タ
ー
ン
アッ
プ
』は
、薬
剤
師
の
新
た
な
可
能
性
を
拓
く
応
援
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。
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名古屋大学医学部附属病院教授・薬剤部長

山田 清文

３
ヵ月
の『
薬
剤
師レジ
デン
ト
制
度
』で
も

薬
剤
師
の
臨
床
能
力
は
飛
躍
的
に
伸
ば
せ
る
。 4
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M Y  O P I N I O N
───── 明日の薬剤師へ ─────

構成／武田 宏　　取材・文／及川 佐知枝　　撮影／林 渓泉

１
年
間
の
実
習
で
成
長
す
る
姿
を
見
て

薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
設
立
を
決
意

　

大
学
卒
業
後
、
一
般
的
な
診
療
で
頻
繁
に
か
か
わ
る
負
傷

や
疾
病
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

の
基
本
的
な
診
療
能
力
を
修
得
す
る
た
め
に
２
年
間
以
上
臨

床
現
場
で
研
修
を
受
け
る
―
―
医
師
の
世
界
で
は
法
律
に
よ

っ
て
必
修
化
さ
れ
、
当
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
卒
後
臨

床
研
修
制
度
。
薬
剤
師
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
こ
う
し
た
法

整
備
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
半
の
薬
学
部
の
学
生
は
国
家

試
験
合
格
後
、
た
だ
ち
に
就
職
し
、
各
々
の
職
場
で
求
め
ら

れ
る
技
能
を
働
き
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
薬
剤
師
も
、
医
師
の
よ
う
に
国
家
資
格
取
得

後
、
病
院
で
一
定
の
臨
床
経
験
を
積
む
べ
き
だ
と
し
て
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
の
が
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
（
以
下
、

レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
）
だ
。
日
本
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
研

究
会
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
４
月
に
同
制
度
に
よ
る
採
用

を
予
定
し
て
い
る
病
院
は
32
。
中
で
も
旧
・
帝
国
大
学
と
し

て
い
ち
早
く
同
制
度
を
導
入
し
た
の
が
名
古
屋
大
学
医
学
部

附
属
病
院
（
以
下
、
名
大
病
院
）
で
あ
る
。

　

同
院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を
立
ち
上
げ
、
日
本
に
お
け
る

同
制
度
そ
の
も
の
の
け
ん
引
役
も
果
た
す
薬
剤
部
長
の
山
田

清
文
氏
に
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
か
ら
聞
い
た
。

「
当
院
薬
剤
部
に
勤
務
し
て
い
た
２
０
０
２
年
、
金
沢
大
学

薬
学
部
に
赴
任
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
薬
剤
師

資
格
を
取
得
し
た
学
生
を
対
象
に
、
修
士
課
程
に
お
い
て
11

ヵ
月
の
病
院
実
習
と
１
ヵ
月
の
薬
局
実
習
を
す
る
コ
ー
ス
を

担
当
し
た
の
で
す
」

　

こ
の
と
き
山
田
氏
は
、
学
生
た
ち
に
起
き
た
変
化
に
大
い

に
驚
い
た
と
話
す
。

「
１
年
間
で
し
た
が
、
臨
床
の
知
識
を
着
実
に
積
み
上
げ
、

目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
」

　

卒
後
の
臨
床
研
修
に
よ
っ
て
薬
剤
師
は
著
し
く
成
長
で
き

る
。
そ
う
確
信
し
た
山
田
氏
は
、
そ
の
後
、
名
大
病
院
に
戻

る
と
、
２
０
１
２
年
、
薬
学
教
育
６
年
制
初
の
卒
業
生
が
誕

生
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
国
立
大
学
病
院
で
は
初
と
な
る
レ

ジ
デ
ン
ト
制
度
を
設
立
さ
せ
た
。
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専
門
薬
剤
師
の
認
定
要
件
を
満
た
せ
る

レ
ベ
ル
に
達
す
る
充
実
し
た
研
修
内
容

　

で
は
、
名
大
病
院
に
お
け
る
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
と
は
、
ど

う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。

「
当
院
に
お
け
る
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
理
念
は
、『
薬
剤
師
と

し
て
の
人
格
を
涵
養
し
、
一
般
的
な
疾
病
の
標
準
的
薬
物
療

法
を
理
解
し
、
そ
の
有
効
性
と
安
全
性
を
最
大
と
す
る
た
め

の
薬
学
的
管
理
に
対
応
で
き
る
薬
剤
師
を
育
成
す
る
』
で
す

（【
資
料
１
】）」

　

そ
の
理
念
の
達
成
に
向
け
て
設
け
ら
れ
た
２
年
間
に
わ
た

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
期
研
修
（【
資
料
２
】）
と
後
期
研
修

（【
資
料
３
】）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
１
年
目
の
前
期
研
修
で
は
、
基
本
的
な
臨
床
能
力
と
専
門

性
を
修
得
す
べ
く
、
午
前
中
は
調
剤
や
製
剤
を
学
び
、
午
後

は
３
ヵ
月
を
１
病
棟
と
し
て
外
科
系
、
内
科
系
両
方
の
病
棟

業
務
に
就
き
ま
す
。

　

２
年
目
の
後
期
研
修
は
専
門
コ
ー
ス
。
た
と
え
ば
、
が
ん

や
精
神
科
な
ど
、
関
心
の
あ
る
分
野
を
自
分
で
選
び
、
関
連

す
る
病
棟
を
ま
わ
り
ま
す
」

　

日
本
医
療
薬
学
会
が
認
定
す
る
薬
物
療
法
専
門
薬
剤
師
認

定
制
度
の
研
修
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
16
領
域
1

 
5
 4 

疾
患
の
リ
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
４
領
域
50

症
例
以
上
の
経
験
で
認
定
申
請
要
件
を
満
た
せ
る
が
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
前
期
研
修
で
は
、
な
ん
と
12
領
域
も
の
疾
患
を

学
べ
る
。

「
個
別
の
疾
患
数
で
は
平
均
33
、
症
例
数
で
は
平
均
55
の
経

験
が
可
能
。
つ
ま
り
、
薬
物
療
法
専
門
薬
剤
師
の
認
定
申
請

要
件
を
十
分
に
満
た
せ
る
く
ら
い
の
臨
床
経
験
が
積
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す
」

全
国
か
ら
集
ま
る
レ
ジ
デ
ン
ト
た
ち

薬
局
薬
剤
師
を
め
ざ
す
者
も

　

名
大
病
院
の
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
２
０
１
８
年
、
山
田
氏
が
制
度
の
自
己
評
価
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
見
え
て
き
た
そ
う
だ
。

「
レ
ジ
デ
ン
ト
応
募
者
を
出
身
大
学
所
在
地
別
に
集
計
し
て

み
る
と
、
当
院
の
所
在
す
る
中
部
地
方
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北

地
方
か
ら
九
州
地
方
ま
で
広
範
囲
か
ら
応
募
者
が
集
ま
っ
て

き
て
く
れ
て
い
ま
し
た
（【
資
料
４
】）」

2002年 金沢大学薬学部教授
2004年 金沢大学大学院自然科学研究科教授
2007年 名古屋大学医学部附属病院教授・薬剤部長
 名古屋大学大学院医学系研究科医療薬学教授（併任）
 名城大学客員教授
 名古屋大学医学部附属病院病院長補佐

PROFILE
やまだ・きよふみ
1981年 名城大学薬学部卒業
1983年 名城大学大学院薬学研究科修士課程修了
 大塚製薬株式会社徳島研究所研究員
1987年 米国ジョンズ・ホプキンス大学医学部留学
1993年 名古屋大学医学部附属病院薬剤部文部技官薬剤師
1998年 名古屋大学医学部附属病院助教授・副薬剤部長

６年制薬学教育を受けた薬剤師の
卒後臨床研修制度として2012年に設立
〈理念〉
薬剤師としての人格を涵養し、一般的な疾病の標準的薬物療法を理解し、その
有効性と安全性を最大とするための薬学的管理に対応できる薬剤師を育成する

〈基本方針〉
将来専門とする分野や進路にかかわりなく、チーム医療の実践力など (1) すべ
ての薬剤師が身につけるべき基本的臨床能力と専門性、(2) Pharmacist-
Scientistとしての科学的思考力の修得を目標とする

〈研修プログラム〉
(1) 前期研修：医療薬学一般コース（PGY1）
臨床薬剤師としての基本的な臨床能力と専門性を修得する（日本医療薬学会の薬
物療法専門薬剤師養成研修カリキュラムに準ずる）

(2) 後期研修：医療薬学専門コース（PGY2）
より専門性の高い臨床薬剤師の業務を経験することで、質の高いチーム医療を実
践できる高度な知識並びに技能を修得する
　①薬物療法専門コース　②がん専門コース　　③感染制御専門コース
　④精神科専門コース　　⑤糖尿病専門コース　⑥栄養サポート専門コース

【資料1】 名大病院の薬剤師レジデント制度



　

修
了
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
病
院
で
働
こ
う
と

考
え
る
薬
剤
師
で
占
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い

た
が
、
薬
局
へ
就
職
す
る
薬
剤
師
も
い
た
と
い
う
。

「『
薬
学
部
を
卒
業
後
、
薬
局
に
就
職
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

が
、
す
ぐ
に
薬
局
で
働
き
始
め
る
と
、
疾
患
に
関
す
る
知
識

も
不
足
し
て
い
る
し
、
医
師
が
何
を
考
え
て
処
方
す
る
の
か

も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
名
大
病
院
で
勉
強
し
よ
う
と

思
っ
た
』
と
話
す
レ
ジ
デ
ン
ト
が
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
す
る
理
由
は
各
々
違
い
ま
す
が
、
皆
、
自
分

な
り
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
最
初
に
受
け
よ
う
と
レ

ジ
デ
ン
ト
制
度
に
応
募
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　

山
田
氏
は
、
自
己
評
価
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
、
第
三
者

の
専
門
家
を
外
部
評
価
委
員
会
に
招
き
、
外
部
評
価
も
実
施

し
た
。

「
外
部
の
先
生
方
か
ら
は
、
た
と
え
ば
、『
薬
局
と
の
地
域
連

携
も
実
施
す
べ
き
だ
』、『
医
師
か
ら
も
評
価
を
受
け
た
ほ
う

が
良
い
』
な
ど
と
い
っ
た
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研
修
部
門

午前：
薬剤部内業務

調剤／注射 製剤 調剤／注射 製剤
DI室：1週間　　　試験室：2週間　　適宜行う

午後：病棟業務 1病棟目 2病棟目 3病棟目 4病棟目
時間外（休日）業務 月１回程度（平日振替休）

研
修
課
題

課題／ガイドライン 高血圧・
抗凝固薬

糖尿病・
脂質異常

感染症・
抗生剤

栄養・
輸液

TDM
対象薬

がん（疼痛
管理含む）

精神・
高齢者

医学部臨床薬理学 
講義

論文紹介 論文紹介　（発表1回を含む）

臨床研究 研究テーマの選定 倫理委員会
への申請 データ収集・解析 薬学会

要旨締切 薬学会データ収集・解析

症例報告会 毎週　2名

症例報告書 年間：20症例 提出

自己研鑽サマリー 提出 提出

中間報告会 中間
報告会

成果報告会 成果
報告会

研
修
評
価

自己評価票 提出 提出 提出 提出
指導者評価票 提出 提出 提出 提出
指導体制評価票 提出 提出 提出 提出
部長面談 部長面談 部長面談 部長面談

研修修了審査 修了審査

【資料3】 後期研修（医療薬学専門コース PGY2）スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研
修
部
門

午前：
薬剤部内業務

研
修
オ
リ

調剤
注射
製剤

（各2週間）

調剤／注射 製剤 調剤／注射 製剤
DI室：1週間　　麻薬室／OPE：1週間　　試験室／ICU：2週間　　適宜行う

午後：病棟業務 1病棟目 2病棟目 3病棟目＋アドバンス
時間外（休日）業務 月１回程度（平日振替休）

研
修
課
題

課題／ガイドライン 高血圧・
抗凝固薬

糖尿病・
脂質異常

感染症・
抗生剤

栄養・
輸液

TDM
対象薬

がん・
疼痛管理

精神・
高齢者

医学部臨床薬理学 
講義

論文紹介 論文紹介　（発表1回を含む）

臨床研究 研究計画書の作成 倫理委員会
への申請 データ収集・解析

症例報告会 毎週2名

症例報告書 年間：20症例 提出

自己研鑽サマリー 提出 提出

中間報告会 中間
報告会

成果報告会 成果
報告会

研
修
評
価

自己評価票 提出 提出 提出 提出
指導者評価票 提出 提出 提出 提出
指導体制評価票 提出 提出 提出 提出
部長面談 面談 面談 面談

研修修了審査 審査

【資料2】 前期研修（医療薬学一般コース PGY1）スケジュール

（N=107）

東北：3名

関東：23名

北陸：7名

近畿：18名

中部：47名

四国：2名

中国：1名

九州：6名

【資料4】 薬剤師レジデント応募者（出身大学所在地別）

応募者数 前期レジデント 倍率

2012年度 7 6 1.2
2013年度※ 16 9 1.8
2014年度※ 18 8 2.3
2015年度※ 25 8 3.1
2016年度※ 22 8 2.8
2017年度※ 19 8 2.4

レポート提出

チーム医療カンファレンス チーム医療カンファレンス

※増員・欠員補充等により任期付正職員も同時採用

遺伝子実習
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卒
前
や
卒
後
の
実
習
や
研
修
に

連
続
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を
提
案

　

山
田
氏
が
す
ご
い
の
は
、
自
己
評
価
と
外
部
評
価
の
結
果

を
受
け
、
さ
ら
に
は
現
在
の
薬
剤
師
に
か
か
る
臨
床
教
育
の

問
題
点
を
考
慮
し
て
、
あ
る
べ
き
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
姿
を

取
り
ま
と
め
た
こ
と
だ
。

「
今
、
薬
剤
師
の
臨
床
教
育
に
関
し
て
は
、
薬
学
部
の
実
務

実
習
（
卒
前
実
習
）
と
卒
後
の
専
門
薬
剤
師
研
修
や
生
涯
学

習
、
我
々
が
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
が
存

在
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
ま

せ
ん
（【
資
料
５
】）。

　

そ
こ
で
、
将
来
的
に
は
、
卒
前
実
習
↓
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン

ト
制
度
↓
専
門
薬
剤
師
研
修
を
連
携
・
接
続
さ
せ
て
連
続
性

を
持
た
せ
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
薬
剤
師
を
育
成
す
べ
き
だ
と
日

本
学
術
会
議
に
提
案
し
ま
し
た
（【
資
料
６
】）」

　

も
し
、
山
田
氏
の
提
案
が
実
現
す
れ
ば
、
薬
剤
師
臨
床
教

育
の
レ
ベ
ル
は
格
段
に
向
上
す
る
に
違
い
な
い
。

患
者
の
た
め
に
動
け
る
薬
剤
師
が

レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
も
と
に
誕
生

　

こ
れ
ま
で
に
名
大
病
院
の
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を
修
了
し
て

い
っ
た
薬
剤
師
は
57
名
。
皆
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持

っ
た
人
々
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
山
田
氏
に
は
中
で
も
特
に
印

象
に
残
っ
た
レ
ジ
デ
ン
ト
が
い
る
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
い
こ
ろ
、
す
で
に
東
北
地
方

の
病
院
で
働
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
力
を
つ

け
て
被
災
地
で
活
躍
し
た
い
と
、
職
を
辞
し
て
当
院
に
来
た

方
が
い
ま
し
た
。

　

彼
が
、
I
C
U
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
へ
の
輸
液
管
理
に

つ
い
て
、
医
師
に
何
度
も
提
案
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
効
果
は
な
か
な
か
現
れ
な
い
。
患
者
さ

ん
の
意
識
レ
ベ
ル
は
悪
く
、
予
後
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い

状
況
で
の
提
案
に
、
私
は
一
瞬
、
彼
の
自
己
満
足
に
よ
る
行

為
で
は
な
い
か
と
思
い
、
繰
り
返
し
提
案
す
る
理
由
を
尋
ね

た
の
で
す
。

　

す
る
と
、
彼
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。『
最
後
に
一
瞬
だ
け

で
も
意
識
を
取
り
戻
さ
せ
、
一
言
、
ご
家
族
と
話
を
さ
せ
て

あ
げ
た
か
っ
た
』
と 

―
―
。
薬
剤
師
の
使
命
は
、
薬
学
的
な

管
理
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
向
上
に
努
め
る
こ
と
に

尽
き
ま
す
が
、
そ
の
意
味
を
真
に
理
解
し
、
患
者
さ
ん
の
た

め
に
動
く
薬
剤
師
が
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
の
も
と
に
現
れ
た
の

だ
と
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

３
ヵ
月
で
修
了
す
る
コ
ー
ス
を
創
設
し

薬
局
薬
剤
師
を
受
け
入
れ
る

　

実
は
山
田
氏
が
今
、
注
力
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、

同
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
〝
簡
易
版
〞
を
つ
く
っ
て
実
施
し

て
い
る
薬
局
薬
剤
師
の
受
け
入
れ
だ
。

「
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
私
は
薬
局
の
経
営
者
の
方
々
へ
向

け
て
『
ぜ
ひ
、
１
年
間
で
い
い
の
で
当
院
に
研
修
生
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
』
と
お
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
薬
局

側
か
ら
は
『
１
年
間
は
厳
し
い
』
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
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【資料5】 薬剤師の卒後初期研修の現状と問題点

【資料6】 薬剤師の職能将来像に向けた卒後初期研修体制の整備

CBT／OSCE

CBT／OSCE

病院・薬局
実習生

病院・薬局
実習生

薬剤師
Pharm D

現状の卒後初期研修の問題点
１. 法的位置づけのない自律的研修である
２. 研修カリキュラムが不透明で質保証なし（認証・評価が未実施）
３. 卒前実習、専門薬剤師教育、生涯学習との連携・接続がない

卒後初期研修に関する提案
１. 研修制度の透明化、質保証　→　自己評価・外部評価
2. 卒前実習、専門薬剤師研修、生涯学習との連携・接続
3. 法的位置づけを明確化

臨床薬剤師 専門薬剤師

学会・職能団体・薬剤師研修センター認定
CPCによる第三者認証

学会・職能団体・薬剤師研修センター認定
CPCによる第三者認証

指導薬剤師

薬剤師国家試験

薬剤師国家試験

生涯学習（日薬 JPALS） 薬剤師研修センタ 薬剤師生涯学習達成度確認試験タ 成生涯学習（日薬・JPALS）、薬剤師研修センター・薬剤師生涯学習達成度確認試験
薬系大学／団体 生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)度認 三薬系大学／団体・生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)

生涯学習（日薬 JPALS） 薬剤師研修センタ 薬剤師生涯学習達成度確認試験タ 成生涯学習（日薬・JPALS）、薬剤師研修センター・薬剤師生涯学習達成度確認試験
薬系大学／団体 生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)度認 三薬系大学／団体・生涯研修（薬剤師認定制度認証機構CPCによる第三者認証)

日病薬・病院薬学認定薬剤師制度

卒前実習

卒前実習

認定更新

認定更新

認定更新

認定更新

認定更新

認定更新

認定試験

認定試験

認定試験

認定試験

た
の
で
す
」

　

そ
こ
で
山
田
氏
は
、
な
ん
と
３
ヵ
月
で
修
了
す
る
研
修
の

提
供
を
始
め
る
。
名
大
病
院
の
研
修
で
は
、
３
ヵ
月
で
１
病

棟
、
１
年
間
で
３
病
棟
を
ま
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
薬
局
向

け
の
３
ヵ
月
の
研
修
で
は
１
病
棟
し
か
ま
わ
れ
な
い
が
、
そ

れ
で
も
臨
床
に
か
か
わ
る
場
面
の
少
な
い
薬
局
薬
剤
師
に
と

っ
て
経
験
す
る
の
と
し
な
い
の
と
で
は
、
後
に
雲
泥
の
差
と

な
っ
て
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
た
と
え
ば
、
薬
局
で
調
剤
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
医
師

の
処
方
意
図
を
理
解
す
る
に
は
、
病
院
で
臨
床
を
学
ん
だ
経

験
が
存
分
に
生
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
『
ど
ん
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
歩
む
に
せ
よ
、
何
十
年
も
薬

剤
師
と
し
て
働
く
ス
タ
ー
ト
地
点
に
お
い
て
、
死
に
物
狂
い

で
臨
床
経
験
を
積
む
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
！
』。
薬
学
部

の
学
生
や
若
い
薬
剤
師
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
声

で
言
い
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
」

薬剤師

専門薬剤師 指導薬剤師

薬物療法
認定薬剤師

薬物療法
認定薬剤師

専門薬剤師

専門薬剤師

日病薬日病薬・
専門薬剤師研修専門専門薬剤師研修

医療薬学会医療医療薬学会・
専門薬剤師研修専門専門薬剤師研修

日病薬日病薬・
専門薬剤師研修専門薬剤師研修

医療薬学会医療薬学会・
専門薬剤師研修専門薬剤師研修

日病薬・病院薬学認定薬剤師制度

研究・指導業績績

研究・指導実績績

研究・指導業績績

研究・指導実績績

レジデント制度
・卒後初期研修修

レジデント制度度
・卒後初期研研修
・専門薬剤師師研修
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カラフルな米国のケーキ

　自ら甘党だと語る山田清文氏。普段から、アイ
スクリームやケーキなどを好んで食しているそう
だが、海外に行ったときも同様に現地で甘いもの
を頼むそうだ。たとえば、いわゆるアメリカン・
ケーキもそのひとつ。
「米国のケーキは甘すぎて、日本人はなかなか食
べないですよね。でも、甘いもの好きの私なら大
丈夫。以前、学生といっしょに米国で開催された
学会に出席した際、レストランでケーキを注文し
たのですが、結局、あまりの甘さに閉口して誰も
ほとんど手をつけず、私ひとりだけが食べていま
した（笑）」
　確かにアメリカン・ケーキは、とても甘い。日
本のケーキ屋のショーケースに並ぶような繊細な
味わいのケーキとは違い、小麦粉、卵、バターだ
けでできたシンプルな焼きケーキに、砂糖がたっ
ぷりと入ったクリーム状のペーストをまとわせた
それは、控えめな甘さに慣れている日本人にとっ
てはなかなか衝撃的だ。

❖
　アメリカン・ケーキのもうひとつの大きな特徴
と言えば、日本では想像できないようなカラフル
な色づかいだろう。ショッキングピンク、レモン
イエロー、ブルー、グリーン、はたまたレインボ
ーカラーなどなど。米国人の方にはたいへん失礼
だが、初めて見たときは「これは本当に食べもの
なの？」と思ってしまった記憶がある。
　いったい、米国のケーキは、なぜこんなに色鮮
やかなのか。ケーキ本体がおおざっぱなつくりな
ので色でごまかしているのか、あるいは派手好き
な国民性のせいなのか――。不思議に思って調べ
てみると、思わぬ歴史が見えてきた。

❖
　米国が、英国との戦争の末に独立を果たしたの
は1776年。それから100年もたたない1869年
には、最初の大陸横断鉄道が開通した。その距離
は2,800km以上。 以降も次々に路線が延伸し、
それにともなって国中のあちこちで急速に工業化
が進展する。
　当然、人口も激増していくのだが、問題になっ
たのが食料の調達だ。広い国土に点在する都市の
人々に新鮮な食べ物を届けるのは難しい。そこで
爆発的に広がったのが、当時、開発され始めたば
かりだった合成着色料である。食べものの鮮度を
良く見せるため（もしくは、ごまかすため）、さ
まざまな種類の合成着色料が開発され、全米に広
まった。
　流通システムが大幅に進化した現代では、本来
なら食品を着色する必要性は、あまりない。しか
し、米国では以降、“着色文化”が定着し、今にい
たったのだろう。カラフルなアメリカン・ケーキ
の裏側には、米国発展の歴史が隠れていた。

FOYER（ホワイエ）は、ほっと一息つく休憩の場──。
ここでは、『MY OPINION』に登場された方にまつわる「食」の情報をご紹介します。

アメリカン・ケーキ
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取材／『ターンアップ』編集長：山中 修

編 集 長
対 談 OV O I C E

時
代
の
要
請
に
応
え
て

新
た
な
役
割
を
果
た
せ
ば

「
薬
剤
師
の
復
権
」は
必
ず
成
る

小西竜太氏は、基幹病院の勤務医として臨床、教育、病院経営
にたずさわった後、大手商社に転職した異色のキャリアの持ち主
だ。医師、そして商社マンである小西氏の目に、薬剤師の姿は、ど
のように見えているのだろうか。話をうかがうと、厳しい現状認識を
吐露する一方で、「薬剤師の復権」に向けた道筋も示してくれた。

小西 竜太

三菱商事株式会社
コンシューマー産業グループ
ヘルスケア本部 ヘルスケア部

シニアマネジャー

こにし・りょうた
2002年北海道大学医学部医学科卒業、沖縄県立中部病院。2006年沖縄県立南部医療セン
ター・こども医療センター。2008年現・独立行政法人労働者健康安全機構関東労災病院。2010
年Harvard School of Public Health（ハーバード大学公衆衛生大学院）留学。2012年同医療政
策・管理学修士課程修了、現・独立行政法人労働者健康安全機構関東労災病院。2018年現職

取材／『ターンアップ』編集長：山中 修
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編 集 長
対 談 OV O I C E

臨
床
医
か
ら
商
社
マ
ン
へ
転
職

臨
床
を
離
れ
て
見
え
て
き
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
世
界
の
広
さ

―
―
本
誌
で
は
、
い
つ
も
医
師
の
方
々
に
「
先

生
」
の
敬
称
を
お
つ
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
、
取
材
時
に
ご
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
「
小
西
さ
ん
」
と
お
呼
び
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
さ
て
、
小
西
さ
ん
は
医
師
で
あ
り
な
が
ら
、

現
在
は
三
菱
商
事
株
式
会
社
に
お
勤
め
の
商
社

マ
ン
と
い
う
異
色
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
歩
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

小
西　

以
前
、
新
し
い
病
院
の
立
ち
上
げ
に
か

か
わ
っ
た
の
を
機
に
、
病
院
経
営
や
病
院
を
取

り
巻
く
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
救
急
総
合
診
療
科
、
卒
後

臨
床
研
修
管
理
室
、
経
営
戦
略
室
の
管
理
職
と

し
て
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
芽
生
え
た
興
味

へ
の
思
い
は
募
る
ば
か
り
―
―
。
そ
こ
で
、
思

い
切
っ
て
い
っ
た
ん
医
療
界
を
離
れ
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
。

―
―
現
在
の
ご
所
属
は
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
」
で

す
が
、
薬
局
に
か
か
わ
る
事
業
に
も
関
与
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
西　

薬
局
の
業
務
と
直
接
、
か
か
わ
る
機
会

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
に
は
薬
剤

師
が
２
名
所
属
し
て
お
り
、
創
薬
や
治
験
、
医

薬
品
流
通
と
い
っ
た
薬
剤
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線

の
話
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
は
、
基
幹
病
院
や
製

薬
会
社
、
医
薬
品
卸
、
保
険
薬
局
チ
ェ
ー
ン
や

健
康
保
険
組
合
な
ど
と
関
係
が
深
い
た
め
、
業

務
を
通
じ
、
創
薬
や
医
薬
品
流
通
な
ど
、
か
つ

て
薬
剤
を
使
う
立
場
だ
っ
た
勤
務
医
の
時
代
に

は
、
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
知

見
を
得
て
、
医
薬
品
事
業
の
広
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

読
み
上
げ
る
だ
け
の
服
薬
指
導
な
ら

薬
剤
師
で
な
く
て
も
で
き
る

―
―
勤
務
医
を
さ
れ
て
い
た
と
き
に
は
、
薬
剤

師
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
て
い

ま
し
た
か
？

小
西　

院
内
に
は
、
信
頼
で
き
る
薬
剤
師
が
数

人
い
て
、
日
々
、
私
か
ら
相
談
し
た
り
、
薬
剤

師
か
ら
提
案
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
大
多
数
の
薬
剤
師
に
つ
い

て
は
、
病
棟
に
来
て
も
患
者
に
服
薬
指
導
を
す

る
だ
け
で
他
職
種
と
話
を
す
る
こ
と
も
な
く
、

存
在
感
が
薄
い
印
象
で
し
た
。

　

病
院
薬
剤
師
の
皆
さ
ん
が
引
っ
込
み
思
案
に

な
り
が
ち
な
最
大
の
要
因
は
、
医
師
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
す
る
自
信
が
な
い
か
ら
だ

と
推
察
し
ま
す
。

―
―
薬
剤
師
、
そ
れ
も
臨
床
現
場
を
経
験
で
き

る
病
院
薬
剤
師
な
ら
、
医
師
と
議
論
で
き
る
く

ら
い
の
薬
剤
の
知
識
も
あ
る
の
で
は
？

小
西　

医
師
の
持
っ
て
い
る
医
薬
品
の
知
見
と

薬
剤
師
の
持
っ
て
い
る
薬
学
的
知
識
は
異
な
り

ま
す
。
実
際
に
、
患
者
に
薬
剤
を
処
方
す
る
場

面
で
重
要
に
な
る
の
は
、「
最
新
の
臨
床
研
究

で
は
、
ど
の
薬
剤
を
使
え
ば
最
良
の
結
果
が
望

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
」、「
費
用
対
効

果
は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
視
点
で
あ
り
、
医
師

が
判
断
を
く
だ
す
に
あ
た
っ
て
、
薬
剤
師
は
、

ま
だ
十
分
な
支
援
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

病
院
は
、
常
に
患
者
に
処
方
を
す
る
場
。
で

す
か
ら
、
ど
の
薬
剤
師
も
、
薬
学
的
な
知
識
に

加
え
て
、
医
師
が
持
つ
よ
う
な
知
見
も
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

―
―
薬
局
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
で
し

ょ
う
。

小
西　

正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、
医
薬
品
の
調

剤
と
受
け
渡
し
作
業
の
効
率
化
に
追
わ
れ
て
い
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る
と
い
う
印
象
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

―
―
耳
が
痛
い
話
で
す
。

小
西　

現
職
に
就
き
、
商
社
マ
ン
と
し
て
薬
局

を
眺
め
る
に
い
た
り
、
ま
す
ま
す
、
そ
の
よ
う

な
印
象
が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
在
宅
医
療
や
他
職
種
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
患
者
に
貢
献

し
た
り
（【
資
料
】）、
薬
局
窓
口
で
の
服
薬
指

導
の
内
容
向
上
に
努
め
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
処
方
せ
ん
に
書
か
れ

て
い
る
と
お
り
に
ピ
ッ
キ
ン
グ
し
、
最
低
限
の

服
薬
指
導
を
し
た
ら
薬
剤
を
渡
し
て
次
の
患
者

を
―
―
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
処
方
せ

ん
を
処
理
し
て
収
益
を
上
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
集

中
し
て
い
る
薬
剤
師
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

―
―
ま
す
ま
す
、
耳
が
痛
い
。
薬
局
の
実
態
を

正
確
に
突
か
れ
た
ご
指
摘
で
す
。

小
西　

お
そ
ら
く
、
患
者
に
薬
剤
を
渡
し
て
１

週
間
後
、
服
薬
し
て
い
て
問
題
が
起
き
て
い
な

い
か
な
ど
を
電
話
で
確
認
す
る
よ
う
な
経
験
を

し
て
い
る
薬
剤
師
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
患
者
が
次
に
来
局
し
た
と
き
、
少
な

く
と
も
、
き
ち
ん
と
服
薬
で
き
て
い
る
か
確
認

し
た
り
、
血
圧
手
帳
を
見
て
「
数
値
が
改
善
し

て
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と
患
者
を
励
ま
す
よ
う

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
方
が
薬
の
プ
ロ
と
し
て

評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

―
―
現
状
で
は
、
薬
剤
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
る
と
は
、
と
て
も
言
え
ま
せ
ん
ね
。

小
西　

た
だ
ペ
ー
パ
ー
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

を
丁
寧
に
読
み
上
げ
る
だ
け
の
よ
う
な
服
薬
指

導
な
ら
、
薬
剤
師
で
な
く
て
も
で
き
る
。
薬
学

管
理
料
の
報
酬
額
と
見
合
わ
な
い
と
見
な
さ
れ

て
し
ま
っ
て
も
仕
方
な
い
で
し
ょ
う
。

薬
局
バ
ッ
シ
ン
グ
は
チ
ャ
ン
ス

時
代
の
要
請
に
応
え
て

業
務
を
変
え
て
い
く
べ
き

―
―
実
際
、
「
薬
局
は
、
儲
け
す
ぎ
で
は
な
い

か
」
と
の
批
判
は
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

小
西　

い
わ
ゆ
る
薬
局
バ
ッ
シ
ン
グ
で
す
ね
。

た
だ
私
は
、
こ
の
ま
ま
薬
局
批
判
が
継
続
す
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
。

【資料】 在宅業務の実施薬局と
 非実施薬局における他職種との連携

介護支援専門員との在宅患者にかかる
日常的な情報交換の状況

頻繁にしている

全体（N＝327） 在宅業務実施薬局（N＝72）

頻繁にしている

無回答

無回答

まったくしていない

まったくしていない

あまりしていない

あまりしていない

必要に応じて
している

必要に応じて
している

訪問看護師との在宅患者にかかる
日常的な情報交換の状況

出典：『地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師による薬学的管理
及び在宅服薬支援の向上及び効率化のための調査研究事業』報告書
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編 集 長
対 談 OV O I C E

―
―
そ
れ
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

小
西　

薬
局
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
振
り
返

り
な
が
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

医
薬
分
業
が
進
む
以
前
、
町
の
薬
局
は
、
患

者
が
気
軽
に
訪
れ
る
場
所
で
、
そ
こ
に
勤
め
る

薬
剤
師
は
、
患
者
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
適
切

な
一
般
用
医
薬
品
の
服
用
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
、
受
診
勧
奨
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
当
時
の
薬
局
薬
剤
師
は
、
患
者
の

様
子
を
見
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

適
切
な
薬
剤
を
考
え
る
〝
頭
脳
〞
を
持
っ
て
い

た
と
言
え
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
医
薬
分
業
の
流
れ

は
、
薬
局
の
仕
事
を
「
医
師
の
発
行
し
た
処
方

せ
ん
の
処
理
」
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
西　

は
い
。
医
薬
分
業
が
、
薬
局
薬
剤
師
の

〝
頭
脳
〞
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
―
―
。
し
か
し 

今
、
薬
局
業
界
で
は
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
ひ
と
つ

の
ト
リ
ガ
ー
と
し
て
、「
対
物
業
務
か
ら
対
人

業
務
へ
」
の
シ
フ
ト
が
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
薬
局
へ
の
、
揺
り
戻
し

が
起
き
て
い
る
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
今
後
は
、「
患
者
が
ど
ん
な
性

格
で
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
、
ど
ん

な
方
法
で
医
薬
品
を
管
理
す
べ
き
か
。
ど
う
し

た
ら
服
薬
を
継
続
し
て
も
ら
え
る
か
」
な
ど
を

考
え
、
患
者
の
生
活
習
慣
も
含
め
た
行
動
変
容

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
薬
局
薬
剤
師
の
仕
事
に
な

る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
薬
局
バ
ッ
シ
ン
グ
は
収

ま
り
、
薬
剤
師
復
権
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

患
者
の
声
を
代
弁
し
医
師
に
伝
え
る

薬
局
薬
剤
師
が
増
え
て
い
く
こ
と
で

よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る

―
―
最
後
に
、
薬
局
薬
剤
師
へ
エ
ー
ル
の
言
葉

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
西　

医
師
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
薬
局
薬

剤
師
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
き
な
期
待
を
抱
い
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
医
療
で
は
「
患
者
が
ど
う
生
き
て
い

き
た
い
の
か
」
を
踏
ま
え
て
治
療
の
方
針
を
組

み
立
て
る
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
医
師
に
は
限
ら
れ
た
診
療
時
間
し
か

な
く
、
患
者
の
家
庭
で
の
生
活
状
況
を
聞
き
、

そ
の
様
子
か
ら
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
察
す

る
の
は
難
し
い
。
お
ま
け
に
、
患
者
は
往
々
に

し
て
医
師
に
は
本
音
を
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
薬
局
薬
剤
師
の
皆
さ
ん
に
は
、

患
者
が
気
軽
に
寄
れ
る
薬
局
と
い
う
〝
場
〞
を

活
か
し
て
、
診
察
室
の
外
で
の
患
者
の
様
子
や

本
音
を
拾
い
上
げ
、
医
師
に
積
極
的
に
伝
え
て

ほ
し
い
の
で
す
。

―
―「
錠
剤
が
大
き
す
ぎ
て
飲
む
の
が
つ
ら
い
」

と
い
っ
た
よ
う
な
不
満
は
、
Q
O
L
を
下
げ
る

問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
は
「
こ
ん
な
こ

と
を
医
師
に
言
っ
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
躊

躇
し
が
ち
で
す
。

小
西　

そ
の
と
お
り
で
す
。
薬
局
薬
剤
師
の
皆

さ
ん
に
は
、
そ
の
よ
う
な
不
満
も
聞
き
取
っ
て

い
た
だ
き
、
患
者
の
味
方
と
し
て
医
師
に
提
案

し
て
く
れ
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

そ
う
し
た
方
々
が
増
え
、
か
か
り
つ
け
薬
剤

師
の
活
動
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、
医
師
の
薬
局
薬

剤
師
に
対
す
る
信
頼
は
増
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
パ
ー
ト
ナ

ー
に
な
る
で
し
ょ
う
。

『ターンアップ』編集長
山中 修（やまなか・おさむ）
2003年弁護士登録、森・濱田
松本法律事務所入所。2012年同
事務所パートナー就任。株式会
社ファーマシィ前・代表取締役社
長の武田宏の「患者さんのために
地域に根ざした信頼される薬局を
創造したい」との思いに共鳴し、
2014年株式会社ファーマシィ入社。
2019年株式会社ファーマシィ代
表取締役及び本誌編集長に就任
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第11回在
4

宅薬剤師
4 4 4 4

先日、参加した在宅栄養勉強会で「標準と肥満の境目
であるBMI25前後の方が長生きする」というデータ

が示されました。高齢の患者さんには、生活習慣病の予防
や改善のため、摂取カロリーを制限するようお話しする機
会が多いだけに意外でした。
　早速、担当している在宅の患者さんの食卓を観察してみ

ると、菓子パンなど糖質に偏った食事を少量摂るだけの、
どう見てもカロリー不足の方がいらっしゃることに気がつ
きました。患者さんの食事内容への介入は簡単ではなさそ
うですが、多職種で相談し合って対応し、患者さんには、
より良く、より長く、在宅生活をすごしてもらえるよう力
を尽くしたいと思います。

在
宅
栄
養
勉
強
会
に
参
加
し
ま
し
た

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
程
度
の
方
が

長
生
き
す
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す

や
せ
す
ぎ
の

高
齢
者
は

高
タ
ン
パ
ク

高
カ
ロ
リ
ー
の

食
事
を
…
…Ｂ

Ｍ
Ｉ
25
っ
て

け
っ
こ
う

高
い
！

後
日

タ
ン
パ
ク
質
の

多
い
食
事
で

筋
肉
を
つ
け
れ
ば

転
倒
・
骨
折
リ
ス
ク
も

減
る
も
ん
ね

３
食

こ
ん
な
感
じ

も
っ
と
お
肉

と
か
お
魚
と
か

召
し
上
が
っ
た

ほ
う
が
…
…

お
っ

ち
ょ
う
ど
ご
飯
に

し
よ
う
と
思
っ
て

い
た
の

手
が
痛
く
て

料
理
が
億
劫

な
ん
だ
も
の

わ
か
る

け
ど

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に

相
談
し
て

み
よ
う
か
な

視
点
を
増
や
す
と

見
え
て
く
る

問
題
も
あ
る
ね
…
…

こ
れ
を

持
っ
て
い
け
た
ら

い
い
の
に
な

作・画／株式会社ファーマシィ 森 聡子
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第35回

後
発
品
の
利
活
用
を
推
し
進
め
る

厚
労
省
は
品
質
の
保
証
を
す
べ
く

流
通
す
る
後
発
品
の
検
査
を
実
施

　

後
発
医
薬
品
の
使
用
を
推
進
し
て
い
る
厚
生
労
働
省
（
以

下
、
厚
労
省
）
で
は
、
２
０
０
７
年
に
『
後
発
医
薬
品
の
安

心
使
用
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』、
２
０
１
３
年
に

『
後
発
医
薬
品
の
さ
ら
な
る
使
用
促
進
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
に
お
い
て
、
①

安
定
供
給
等
、
②
品
質
確
保
、
③
後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
情
報
提
供
、
④
使
用
推
進
に
か
か
る
環
境
整
備
、
⑤
医

療
保
険
制
度
上
の
事
項
、
の
各
々
の
観
点
か
ら
使
用
促
進
策

に
か
か
わ
る
目
標
を
設
定
し
、
国
や
関
係
者
が
取
り
組
む
べ

き
施
策
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
②
の
品
質
確
保
に
関
し
て
は
、
厚
労
省
は
２
０

０
８
年
度
か
ら
『
後
発
医
薬
品
品
質
確
保
対
策
事
業
』
と
し

て
、
市
場
に
流
通
す
る
後
発
医
薬
品
を
対
象
に
溶
出
試
験
な

ど
の
品
質
検
査
を
実
施
し
、
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
に
は
、
２
０
１
８
年
度
に
行
わ
れ
た
品
質
検
査
の
報

告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
内
容
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

４
有
効
成
分
５
品
目
に
お
い
て

承
認
書
の
規
格
値
を
下
ま
わ
る

た
だ
し
再
試
験
で
は
適
合
し
た

　

今
回
の
調
査
の
検
査
対
象
品
目
は
【
資
料
１
】
に
列
記
さ

れ
た
、
計
40
有
効
成
分
を
含
む
医
薬
品
計
８
８
４
品
目
で
す

（
た
だ
し
、
参
照
品
目
と
し
て
先
発
医
薬
品
29
有
効
成
分
78

品
目
を
含
む
）。
検
査
対
象
品
目
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
市

場
に
流
通
す
る
医
薬
品
の
品
質
を
確
認
す
る
検
査
の
目
的
に

沿
う
よ
う
、
卸
販
売
業
者
な
ど
を
通
じ
て
入
手
。【
資
料
２
】

の
試
験
方
法
に
の
っ
と
り
、
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
市
場
に
流
通
す
る

後
発
品
の
品
質
を
検
査
し

厚
労
省
が
結
果
を
公
表
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【資料1】検査対象品目

【資料2】検査方法

　

結
果
、
以
下
の
4
有
効
成
分
５
品
目
に
つ
い
て
、
承
認
書

の
定
め
る
規
格
値
を
下
ま
わ
る
結
果
が
判
明
し
ま
し
た
。

●
ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン

　

ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
小
児
用
錠
１
０
０
m
g
『
タ
カ
タ
』、

ア
ジ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
錠
２
５
０
m
g
『
K
N
』
に
つ
い
て
、

定
量
試
験
で
規
格
値
を
下
ま
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
製
造
販
売

業
者
が
再
度
、
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
規
格
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
バ
ル
サ
ル
タ
ン

　

バ
ル
サ
ル
タ
ン
錠
20
m
g
『
フ
ァ
イ
ザ
ー
』
に
つ
い
て
、

定
量
試
験
で
規
格
値
を
下
ま
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
製
造
販
売

業
者
が
再
度
、
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
規
格
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
ピ
タ
バ
ス
タ
チ
ン
カ
ル
シ
ウ
ム

　

ピ
タ
バ
ス
タ
チ
ン
カ
ル
シ
ウ
ム
錠
４
m
g
『
K
O
G
』
に

つ
い
て
、
溶
出
試
験
で
規
格
値
を
下
ま
わ
っ
た
。
そ
の
後
、

製
造
販
売
業
者
が
再
度
、
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
規
格
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
フ
ェ
ノ
フ
ィ
ブ
ラ
ー
ト

　

フ
ェ
ノ
フ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
カ
プ
セ
ル
67
ｍ
ｇ
『
K
T
B
』
に

つ
い
て
、
溶
出
試
験
で
規
格
値
を
下
ま
わ
っ
た
。
そ
の
後
、

製
造
販
売
業
者
が
再
度
、
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
規
格
に

適
合
し
て
い
る
も
の
の
溶
出
率
が
低
下
傾
向
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
。
原
因
は
特
定
で
き
ず
自
主
回
収
さ
れ
、
現
在
は
製

造
販
売
さ
れ
て
い
な
い
。

供
給
の
安
定
性
を
最
重
視
し
て

選
ぶ
薬
剤
師
が
多
い
が

品
質
に
も
目
を
光
ら
せ
る
べ
き

　

こ
の
よ
う
に
承
認
書
の
規
格
値
を
下
ま
わ
っ
た
４
有
効
成

分
５
品
目
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
製
造
販
売
業
者
の

再
試
験
で
は
規
格
に
適
合
し
、
最
終
的
に
今
回
の
検
査
で
は

「
全
品
目
適
合
」
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
、
薬
剤
師
が
新
規
に
後
発
医
薬
品
を
採
用
す
る

際
は
、
供
給
の
安
定
性
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
患
者
に
対
し
て
安
定
し
て
薬
剤
を
調
剤
・
提
供

す
る
観
点
か
ら
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
ご
紹

介
し
た
後
発
医
薬
品
品
質
確
保
対
策
事
業
の
報
告
書
の
ほ
か

に
も
、
医
療
用
医
薬
品
最
新
品
質
情
報
集
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ル

ー
ブ
ッ
ク
）
等
で
品
質
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

後
発
医
薬
品
の
選
択
時
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
有
用
な
リ

ソ
ー
ス
を
生
か
し
、
品
質
に
も
目
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

出典：【資料１、２】ともに厚生労働省『平成30年度「後発医薬品品質確保対策事業」
検査結果報告書』

アカルボース、アジスロマイシン水和物、イトプリド塩酸塩、オラン
ザピン、オルメサルタンメドキソミル、カルバゾクロムスルホン酸ナ
トリウム水和物、カンレノ酸カリウム、クリンダマイシンリン酸エステ
ル、クロピドグレル硫酸塩、ジピリダモール、スピロノラクトン、セ
フトリアキソンナトリウム水和物、タクロリムス、テルミサルタン、ト
コフェロールニコチン酸エステル、トフィソパム、ニコランジル、ニ
トログリセリン、バルサルタン、バルプロ酸ナトリウム、ピコスルフ
ァートナトリウム水和物、ピタバスタチンカルシウム、ファモチジン、
フェノフブラート、ブチルスコポラミン臭化物、ベクロニウム臭化物、
ベラパミル塩酸塩、ポラプレジンク、メサラジン、メトホルミン塩
酸塩、モンテルカストナトリウム、ラベプラゾールナトリウム、リスペ
リドン、リマプロストアルファデクス、ロサルタンカリウム、ロサルタ
ンカリウム・ヒドロクロロチアジド、ロスバスタチンカルシウム、一
硝酸イソソルビド、塩酸リドカインの計40有効成分を含む医薬品
計884品目（ただし、参照品目として先発医薬品29有効成分78
品目を含む）

成分及び剤形ごとに溶出試験、崩壊試験または定量・力価試
験から試験項目を選定し、試験を実施した。各試験項目の試験
方法については、日本薬局方または日本薬局方外医薬品規格に
おいて規格（以下、公的規格）が定められている場合には、公的
規格に規定されている試験法にもとづき検査を実施した。公的規
格が規定されていない場合には、承認書に規定されている試験
法にもとづき検査を実施した。
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　「高齢糖尿病患者における薬薬連携と血糖コントロールの関連」というテーマで研究計画を練ってきた、時めき病院の
薬剤師ビート君。研究デザインの作成が進み、７つある臨床研究デザインのステップのうち、６つ目にまでたどり着きました。
今回ご紹介する「統計解析」は、臨床研究に取り組む方が非常に強いこだわりを持って臨むものです。しかしビート君は、
統計解析の意味を正しく理解していないため、どんな統計解析の方法を選択すべきかわからずにいるようです。

第7回　「統計解析」を正しく理解する

⇦ 

解
説  

は
20
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さい。

ま
ず
は
、統
計
解
析
が
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
の
か
を
理
解
す
る
の
が
重
要
！

出典：単行本『もしあなたが臨床研究を学んだら医療現場はもっとときめく』
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も し あ な た が 臨 床 研 究 を 学 ん だ ら

薬剤師の仕事はもっとときめく
単行本試し読み

京
都
大
学
准
教
授

福
間 

真
悟

監修
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解説 　ビート君は、複雑な数式を扱う多変量解析が、t- 検定より「カッコいい」と思って
いるようです。しかし、解析方法のデザインは、もちろんイメージで決めるものではあ
りません。適切な統計解析の方法を選択するために知っておくべき、その統計解析
の正しい内容を学びましょう。

　著：福間 真悟　京都大学准教授
　　　渡部 一宏　昭和薬科大学教授
監修：福原 俊一　京都大学教授／福島県立医科大学副学長
発行：じほう　　
A5判／ 280ページ／本体3,600円（税別）／ 2019年２月発行

　臨床研究のはじめの一歩を、マンガを交えて紹介。臨床研究デザインではずせない
ポイントや、陥りがちな落とし穴をわかりやすく解説しています。ケーススタディや
理解度確認クイズもついているので実践的に学べる１冊です！

『もしあなたが臨床研究を学んだら
医療現場はもっとときめく』

■統計解析は何をしているのか
　「臨床研究＝統計解析」と言われるほど統計解析
は研究者がこだわる部分です。ただ一方で「統計解
析はよくわからない」という不安もよく聞きます。
　統計解析では、難しい数式を扱ったり、パソコン
を駆使してプログラミングしたりする以上に重要な
点があります。それは「統計解析が何をしているの
か」という本質を理解して、正しい手法を選択し、
適切な結果を導き出すことです。今回は、そのエッ
センスを学習しましょう。
　統計解析が行っていることは、大きく分けて以下
の２つがあります。

■ばらつきを記述
　測定されたデータは、必ずばらつきます。このば
らつきを記述することが、統計解析の最初の目的で
す。ランダムに起こるばらつきを「偶然誤差」と呼
びます。統計解析によって偶然誤差を記述し、偶然
誤差を考慮した比較（検定）を行うわけです。
　例として、Aさんの血圧を複数回測定した場合、
120／70mmHg、128／74mmHg、116／66mmHg

のように異なる値をとります。そこで、標準偏差、
信頼区間などを用いて、データのばらつきを記述し
ます。たとえば「収縮期血圧の平均値120mmHg、
標準偏差５」のように示します。

■交絡を調整
　本連載第５回でとり上げた、比較を邪魔し研究結
果の信頼性を低下させる存在の交絡は、統計解析に
よって調整できます。交絡の影響の除去が、統計解
析を行う２つ目の目的です。
　交絡は、特定の方向に偏って起こるばらつきであ
る「系統誤差」の一部で、前述の偶然誤差のように
ランダムに起こるばらつきとは区別してください。
なお、統計解析によって調整できるのは交絡のみで
あり、バイアスには対処できない点は覚えておくべ
きポイントです。
　このように統計解析を行う目的は、「誤差への対
処」にあると言って良いでしょう。どのような誤差
が起きているのかを正しくとらえ、統計解析にでき
ることと、できないことを明確に区別する点も、非
常に重要です。
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んど親和性を示しません。この
受容体プロファイルから、統合
失調症における陽性症状や陰性
症状をはじめとする各種精神症
状、双極性障害のうつ症状への
すぐれた改善効果に加えて、高
い忍容性が期待でき、両疾患治
療の第一選択薬のひとつになり
うると考えられています。

BOOK
『腎不全と薬の使い方Q&A 第２版』
編著：平田純生ほか／発行：じほう

すく紹介しています。
　かつて、腎臓病の薬物治療において腎機能を気に
して細かい投与設計を行うことは、一部の薬剤師に
よる特殊な仕事だと認識されていた時代がありまし
た。このため、その当時は、適切な腎機能評価によ
る薬物治療管理が十分に実施されておらず、禁忌薬
の適用や、腎機能低下患者に対する腎排泄性薬物の
過量投与による薬物中毒症例が、しばしば発生して
いたと考えられます。
　しかし、もちろん腎臓病は、投与設計が可能な病
態であり、薬物の体内動態の正しい評価によって理
論的な使い方が提案できます。本書を通じて、腎機
能に応じた薬物投与設計、腎機能低下進行を抑制す
るための介入、腎臓を傷めない対策、透析性の適切
な評価による投与法の適正化や中毒治療への対応、
CKD合併症の治療などを学び、現代の薬剤師とし
て必要不可欠な腎臓病薬物療法の知識を身につけて
ください。
────────────────────────

INFORMATION
薬価差の提供で後発品切り替えを支援
　メドピア株式会社が運営する薬局向けかかりつけ
薬局化支援サービス『kakari』では、日医工株式会
社と連携し、新たに薬価差レポート機能の提供を開
始しました。

　本書は、腎臓病や透析の病態
と薬物治療について、腎臓病薬
物療法のエキスパートが最新の
知見を踏まえて解説したQ&A
集です。初心者からベテランま
で、薬剤師が知っておくと役に
立つ内容をできるだけわかりや

ラツーダ錠20mg

　厚生労働省の調査によると、患者のうち６割強が
「少しでも安くなるのであれば後発医薬品を使用し
たい」と回答しています。このため、薬局薬剤師が
後発医薬品への切り替えを患者に提案するには、先
発医薬品との薬価差に関する情報をスムーズに提供
する必要があると考えられます。
　このたび、新たに提供が開始された薬価差レポー
ト機能では、後発医薬品に切り替えた場合の薬価差
をレポート形式で印刷、または、患者が持っている
kakariアプリに送信できます。これにより、後発医
薬品による経済的なメリットを患者が一目でわかる
ようになり、後発医薬品への切り替えが促進される
ことが期待されています。
────────────────────────

PRODUCT
新しい非定型抗精神病薬を発売
　大日本住友製薬株式会社は、「統合失調症」及び
「双極性障害におけるうつ症状の改善」を適応症と
して、非定型抗精神病薬『ラツーダ錠20mg、40mg、
60mg、80mg』（一般名：ルラシドン塩酸塩）の発
売を開始しました。
　本剤は同社が創製した独自の化学構造を有する非
定型抗精神病薬であり、ドパミンD2、セロトニン
5-HT2A、セロトニン5-HT7受容体に対してアンタゴ
ニストとして作用するほか、セロトニン5-HT1A受
容体にはパーシャルアゴニストとして作用し、ヒス
タミンH1及びムスカリンM1受容体に対してはほと
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〈2011年11月〉 No.１
PMDA理事長

近藤 達也

〈2018年８月〉 No.40
東京都立小児総合医療センター部長

赤澤 晃

〈2018年11月〉 No.41
医療法人社団鴻鵠会理事長

城谷 典保

〈2012年１月〉 No.２
東京大学大学院教授

澤田 康文

〈2012年３月〉 No.３
弁護士

三輪 亮寿

薬剤師の新たな可能性を拓く応援マガジン

［タ－ンアップ］

バックナンバーのご紹介

〈2018年２月〉 No.38
神戸薬科大学学長

北河 修治

〈2018年５月〉 No.39
JA新潟厚生連佐渡総合病院院長

佐藤 賢治

〈2013年７月〉 No.11
神戸市立医療センター中央市民病院長

北 徹

〈2013年９月〉 No.12
国立がん研究センター総長

堀田 知光

〈2013年11月〉 No.13
山梨大学特任教授

岩﨑 甫

〈2016年５月〉 No.28
上田薬剤師会顧問

工藤 義房

〈2016年７月〉 No.29
帝京大学副学長

井上 圭三

〈2015年７月〉 No.23
聖路加国際大学大学院特任教授

宮坂 勝之

〈2014年１月〉 No.14
先端医療振興財団TRIセンター長

福島 雅典

〈2014年３月〉 No.15
筑波大学水戸地域医療教育センター教授

徳田 安春

〈2014年５月〉 No.16
国立長寿医療研究センター名誉総長

大島 伸一

〈2014年７月〉 No.17
東京山手メディカルセンター院長

万代 恭嗣

〈2017年7月〉 No.35
旭神経内科リハビリテーション病院院長

旭 俊臣

〈2020年5月〉 No.47
東京大学医学部附属病院病院長

 瀬戸 泰之

〈2017年9月〉 No.36
国立病院機構東京病院院長

大田 健

〈2017年11月〉 No.37
JR広島病院理事長／病院長

小野 栄治

〈2015年９月〉 No.24
国際医療福祉大学教授

上島 国利

〈2015年11月〉 No.25
クリニック川越院長

川越 厚

〈2016年１月〉 No.26
日本看護協会会長

坂本 すが

〈2016年３月〉 No.27
昭和薬科大学学長

西島 正弘

〈2012年５月〉 No.４
全社連理事長

伊藤 雅治

〈2012年７月〉 No.５
CPC代表理事

内山 充
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〈2013年１月〉 No.８
兵庫医療大学長

松田 暉

〈2013年３月〉 No.９
福島県立医科大学理事長兼学長

菊地 臣一

〈2013年５月〉 No.10
日本プライマリ・ケア連合学会理事長

丸山 泉

〈2016年９月〉 No.30
藤田保健衛生大学客員教授

鍋島 俊隆

〈2016年11月〉 No.31
新田クリニック院長

新田 國夫

〈2017年１月〉 No.32
岡山大学客員教授

宮島 俊彦

〈2017年３月〉 No.33
東京都健康長寿医療センター長

許 俊鋭

〈2014年９月〉 No.18
三井記念病院院長

髙本 眞一

〈2014年11月〉 No.19
滋賀県立成人病センター院長

宮地 良樹

〈2015年１月〉 No.20
東京慈恵会医科大学教授

大木 隆生

〈2015年３月〉 No.21
眼科三宅病院理事長

三宅 謙作

〈2015年５月〉 No.22
虎の門病院分院腎センター内科部長

乳原 善文

〈2017年５月〉 No.34
日本医療政策機構理事

宮田 俊男

〈2012年９月〉 No.６ 
全国自治体病院協議会長

邉見 公雄

〈2012年11月〉 No.７
GRIPSアカデミックフェロー

黒川 清

編集後記

STAFF

発行人 ........................武田 宏
編集長 ........................山中 修
副編集長 ...................及川 佐知枝
編集スタッフ ...........福田 洋祐
デザイン ....................マッチアンドカンパニー

オブザーバー ..........勝山 浩二

発行 .............................株式会社ファーマシィ
 https://www.pharmacy-net.co.jp/

制作 .............................株式会社プレアッシュ
 http://www.pre-ash.co.jp/

〈2019年２月〉 No.42
東邦大学医療薬学教育センター教授

吉尾 隆

〈2019年５月〉 No.43
早稲田大学特命教授

笠貫 宏

〈2019年8月〉 No.44
医療法人社団めぐみ会理事長

田村 豊

〈2020年2月〉 No.46
福岡大学医学部総合医学研究センター教授

 田村 和夫

〈2019年11月〉 No.45
地球堂薬局

田代 健

検索

『ターンアップ』は、薬剤師・医療関係の方には無料でお送りします。
ご希望の方は下記にご連絡をください。また、皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

〒720-0825 広島県福山市沖野上町4-13-27
株式会社ファーマシィ 『ターンアップ』担当 宛

株式会社ファーマシィ

次回『ターンアップ』第49号は2020年11月発行予定です。

今号の『編集長対談』でお話しさ
せていただいた小西竜太さん。

僭越ながら、私との共通項が多々あっ
た。まずは、異色の経歴（「医師が商
社へ」、「弁護士が薬局へ」）。薬を渡
すだけの薬剤師に対する残念な思い。
それでも「薬局薬剤師の皆さんには、
大きな期待を抱いています」という考
え。実家が横浜、かつ、自転車で行け
る距離。そして、なんと中学高校の先
輩だった。 （O.Y.）

新型コロナウイルス感染症の影響
により、延期や中断していたプ

ロスポーツが徐々に開催・再開され始
めています。多くの競技が無観客で行
われているため、いつもなら歓声や応
援でかき消される選手の息づかいまで
聞こえ、新鮮な気持ちでテレビ観戦し
ています。 （K.K.）

緊急事態宣言の解除に合わせるよ
うにして、東京周辺では新しい

商業施設などが続々とオープンしてい
ます。いずれもオリンピックの開催に
間に合うように計画されていたのでし
ょうが、肝心のオリンピックが延期と
なり、なんだか寂し気に感じます。 
 （フク）
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